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渋谷区立図書館だより 

ＶＯＬ． ２１９ 

２０２２ 年２月 号 

 (隔月発行) 

★ しぶやおすすめの本５０ ２０２１読書コンクール 

表彰式・金賞展示のご案内    

★金賞作品のご紹介 

  ★和田誠記念文庫がオープンしました 

 

   

 

 

 

 

 

 

★６月・７月の行事予定表 
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「しぶやおすすめの本５０」読書コンクール作品を展示しました。 

区内の保育園・幼稚園・小学生・中学生の皆さんから、感想画、本

の帯、POP（ポップ）、合わせて 4,443 点の作品が寄せられまし

た。1１月２０日にギャラリー大和田にて、この中から選ばれた金

賞受賞者２９人の表彰式が行われました。 
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感想画部門 POP部門

本の帯部門

金賞29作品を紹介します。

北川 季（代々木山谷小学校 2年）『おとうさんの手』

田中 晴人（臨川幼稚園 4歳児）

『アリからみると』
喜名 楓夏（幡ヶ谷保育園 5歳児 ）

『とベバッタ』

大石 佳歩 （代々木山谷小学校 1年）

『だいくとおにろく』

米田 瑞都（幡代小学校 2年）

『トチの木の1年』

吉永 梨桜子（幡代小学校 3年）

『せかいのひとびと』

小野 倫愛（幡代小学校 4年）

『きのこ』

千々和 衣菜（一般公募 4年）

『シャーロットのおくりもの』

舘林 然々（幡代小学校 5年）

『タマゾン川』

家村 伊吹 （代々木山谷小学校 6年）

『耳の聞こえない子がわたります』

中村 陽菜（松濤中学校 1年）

『ルリユールおじさん』

村上 羽優（松濤中学校 3年）

『カレーライスを一から作る』

尾本 橙花（長谷戸小学校 1年）

『おさる日記』

中村 柚葉（加計塚小学校 2年）

『ヨセフのだいじなコート』

小山 詩歌（中幡小学校 3年）

『夜のあいだに』

尾本 雅菫（長谷戸小学校 4年）

『つなみてんでんこはしれ、上へ！』

塩谷 葵（幡代小学校 5年）

『ウンコロジー入門』
小澤 八絵（臨川小学校 6年）

『窓ぎわのトットちゃん』

鈴木 流奈（松濤中学校 1年）

『ルリユールおじさん』
二川 まるみ（代々木中学校 2年）

『義足ランナー』

土信田 紗羅（原宿外苑中学校 2年）

『三国志』

藤﨑 紗花（松濤中学校 3年）

『泥』

石橋 京（富谷小学校 3年）『ルドルフとイッパイアッテナ』 川島 甲斐（上原小学校 4年）『月のかがく』

小林 慧輝（富谷小学校 5年）『おきなわ島のこえ』

平良 真莉花（加計塚小学校 6年）『ことばハンター』 清水 嶺衣（原宿外苑中学校 1年）『世界がもし100人の村だったら』 野田 みちる（上原中学校 3年）『ルリユールおじさん』

川村 美陽（臨川小学校 1年）『わんぱくだんのかいていたんけん』



２０２１年１２月１７日、中央図書館4階に和田誠記念文庫がオープンしました。

和田誠さんはイラストレーター・グラフィックデザイナーとして、またそれ以外にも

さまざまな分野で活躍されました。

和田さんは生前渋谷区にお住まいでした。事務所も渋谷区内にあり、その縁で

２０１９年に和田さんが亡くなったあと、事務所から自著や装丁を手掛けた本、資

料として使われた本、コレクションなど数多くの蔵書を渋谷区の中央図書館に寄

贈していただきました。記念文庫ではその中から約３,７００冊を展示しています。

文庫内の本は貸出しはできませんが、手に取って自由にお読みいただけます。

また同時に、本棚、和田さんが打合せで使っていたテーブルと椅子も寄贈してい

ただきました。記念文庫ではそれらを使って和田さんの仕事場の一部を再現して

います。

文庫入口の看板

羊のマークは、和田さんと奥様の平野レミさ

んがともに牡羊座ということもあり、シンボル

マークとして会社の表札や原稿用紙に使っ

ていた。

文庫の外にはミニ展示と貸出しができる本の

コーナーも。

オープンしました！

が


